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（東京女医大誌第29巻第8号頁565－56g昭和34年8月）

血圧の左右差ご測定順位による差について

1 緒
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 従来血圧の左右差については，種々の研究がな

されており1）～lo，ことに柴田5～4γは正常一血圧

者について早坂式両側同時測定法による左右上搏

．血圧の比較研究をおこなっている。それらの報告

によれば，だいたい右高のものが多いといわれて

いる。また測定順位により血圧値に茅が生ずるか

いなかということについては，蝦：初に測定した値

が精神的不安や緊張のために高くなり，2回目，

3回目と次第に下降するのが普通であるといわれ

ている1。しかしながら，それらの報告は比較的

少数の対象をあつかっている場合が多いようにお

もわれる。そこで著者は大量観察をなす目的で，

さきに実施した埼玉県入間郡越生町梅園地区と埼

王県川越市福原地区の血圧集団検診の資料11）～12）

にもとづき，男女合計1，290名の血圧の左右差と

測定順位によ’る差についで観察をこころみた。

       H 調査方法
 両地区ともに血圧測定にはリバmツチー氏水銀血圧

 計を用い，上腕動脈の聴診法により，5分以上の安静

 を保たせたのち，椅坐位により実施し，最低血圧はス

 ワン氏第4点をとった。測定順位は，埼玉県入間郡越

生町梅園地区においては，左側を先に，右側を後にし

 て，各同側2回連続測定をおこない，埼玉県川越市福

 原地区においては，右側を先に，左側を後にして各同

 側2回連続測定をおこなった。

       II（1研究結果

 調査を実施したものは梅園地区の女子が477名，

福原地区の男子が385名，女子が428名で，合計

1，290名の血圧の左右異同分布，測定順位による

全年令平均血圧の比較ならびに一血圧の左右差の大

小と高血圧との関係について検討した6

 1）一血圧の左右異同分布について

 表1は梅園地区および福原地区の第1回目測定

値における最高」血圧，最低血圧について，右側が

左側より高いもの，左右の等しいもの，．左側が右

側より高いものの数とそれぞれの率をしめしたも

のである。

 梅園地区についてみると，最：高血．圧，最低血圧

ともに左高のものが高率で，最高血圧では63．5％

をしめし，最：低血圧では59．6％である。左右0）

等しいものは最：高血圧では9，8％であるが，最：低

血圧においては21．7％で最高血圧より高率とな

っている。右高のものは最：高血圧においては26．7

％をしめし，最低血圧では18，7％となっている。

表1血．圧の左右異同分布
  梅  園  地  区

最 高 」血 圧

例 数  （％）

右  高

等

：左  高

1 5 0 （26．7）

 55 （ 9． 8）

3 5 6 （63． 5）

最 低 血 圧

例 数  （％）

105
122
334

（18．7）

   1
（21．7）

（59． 6）

福  原  地  区

最 高 血 圧

例 数  （％）

右  高

等

左  高

466 （57．3）

1 4 O （17． 2）

2 O 7 （25． 5）

最：低 血 圧

例 数  （％）

346 （42．6）

1 9 1 （23． 5）

2 7 6 （33． 9）

福原地区についてみると，最高血圧，最：低血圧
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ともに右高のものが高率で，最高血圧では57．3％

をしめし∫最：低中庄では42．6％となっている。

左右の等しいもの、は最高1血圧では17．2％で，最

低血圧では23．5％である。また甲高のものは，

最高血圧では25．5％，最低立哨では33．9％をし

めしている。

 調査方法のところですでにのべたとおり，両地

区における血圧測定順位は全く反対におこなった

ものであるが，左側から先に測定した梅園地唇で．

は左高のものが最高血圧，最：低血圧ともに高率と

なっており，右側から先に測定した福原地区にお

いては，右高のものが最高1血圧，最低！重旺ともに

高率をしめしている。これはあきら一かに先に測定

した側が高くなることをしめしている。’一

 2）測定順位による全年令平均血圧の比較

 Ffi IIは梅園，福原両地区にわけろ：左右の最：高血．

圧および最低血圧の全年令平均血圧をしめしたも

のであろ。

差が生ずるか，それを分析するために各回の全年

令平均値間の差の検定をおこなった。図1はそれ

らの関係を三章的わかりやすくする目的で図示し

たものであ’驕B

 梅園地区についてみると，最高血圧では，左側第

1回目の測定｝ごよる全年令平均値が149．1mmHg

でもっとも高く，つぎが左側第2回目の測定によ

る餌令物値で145．0㎜Hgである。そのり
＝ぎ｝ま右側第1回目の測定による全年令平均値で

ユ44．9㎜Hgとなり，測定の順位は第3朋｝こ相

当する。もっとも低いのは右側第2回目の測定に

よる全年令平均値でユ42．4mmHgとなり，測定

の順位は第4回目に相当する。図1によって，左

側第1回目測定値と左側第2回目測定値とを比較

してみると，有意の差で前者がたかい。左側第】

回目測定値と右側第1回目測定値とを比較する

と，有意の差で前者がたかい。左側第1回目測定

値と右側第2回目測定値とを比較すると有意の差

表ll全年令平均血圧
梅 園 地 区

          ｝
            
       医酬

最高血圧i477i
       l    l

最低血圧 477［

 ．     左

 遍．…1．一2面
、49．、罫描 、45，。賀警

83．7 士 0．8      81。5 ＝ヒ O．7

       右

r一丁下』2．回．．コ
 ．一．．．．「．一．一’．一’i rbHg 一一〔 一．．痂宜9－1

 144．9土1，4    142．4土1．4  ！
                1
 セ コ     ココ       マへ    ヒ        
  8。．、。 o．，｛7＆9。α6

最：高 血 圧

最働■

         福   原   地   区

＿＿三’三Jilasl’一1二＿二］三．目二二幸L一 コ

闇∵嗣露：樹1論二蚤境論
”T gi，陣・岡一．産卵一 P密・」6恩．一一臨．ll司

 梅園地区についてみると，みかけの上では左側

の一血圧値が右側より高いようにみえ，福原地区で

は，右側の血圧値が左側より高くなっている。す

なわち，両地区にわいて全然反対の結果があらわ

れている。これは，本質的な左右差であるか，そ

れとも斎藤1）がのべているように，最：初に測定し

た値が精神的不安や緊張のために高くなり，それ

が第2．回，．．．第3回ごと次第に下降したものである』

か，すなわち，測定順位により血圧値にいかなる

で前者がたかい。左側第2回目測定値と右側第2

回目測定値とを比較すると，有意の差で前者がた

かい。右側第1回目測定値と右側第2回目測定値

とを比較すると，有意の差で前者が高い。

 左側餉2回目測定値と右側第1回目測定値とを

比較すると，両者の間には有意の差がみとめられ

ない。最低血圧では，表■によると，左側第1回目

・の測定による全年令平均値が83．7mmHgでもつ

．ともたかぐ，・つぎが第2回目の測定による全年令

一一一，5as 一
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平均値で81．5mmHgである。そのつぎが右側第

1回目の測定による全年令平均値で80．6mmHg

最高並巾

  魎薩旧離←ニ…画三三
     LlllM＞〈7＝7一．

燗蜥け鋼測｝乞値←右側斉2回忌滲院値

域イ側圧

   エイ身蜘囎湖肉厚←一一rzl＠112＠自劇，麺

     ill：×）’T
アで6，勲ヨ厳II淀値←一一緬舅りft Zyl e、則劇

福ノ勲旺無窮肱’・圓定♪
一兎嵩血蕉

   右陶画爾忍彦←一適亀町麺嵐画

   唖』区遍硬
 激低三三

   塵可訂璽漣・幽←一一［璽云項三三
      Zl 1×（」’ ））

   左脚剰回6劇剤煙く一一一一左例え2回θレ解値

  図1 測定順位による血圧値の比較

→矢印の方向は有意性をもって高いものをしめす

一矢印のないものほ，両者問に有意惟のないこと

をしめす

    梅園地区（左側を先に測定）

で，測定の順位は第3回目に相当する。もっとも

ひくいのは右側第2回同の測定による全年令平均

値で78．9mmHgとなり，測定の順位は第4回目

に相当する。図1によって，左側第1回目測定値

と左側第2回目測定値とを比較すると，有意の差

で前者がたかい。左側第1回目測定値と右側第1

回目測定値とを比較すると，有意の差で前者がた

かい。左側第1回目測定値と右側第2回目測定値

とを比較すると有意の差で前者がたかい。左側第

2回目測定値と右側第2回目測定値とを比較する

と，有意の差で前者が高い6右側第1回目測定値

と右側第2園目測定値とを比較すると，有意の差

で前者が高い。

 左側第2回目測定値を右側第1回目測定値を比

較すると，両者の間にぽ有意の差がみとめられな

い。

 表Hによって，福原地区についてみると，最高

血圧では」右側第1回目の測定による全年令平均

値が146．1mmHgで最も高く，．つぎが第2回目

の測定による全年令平均値で143． 6 mmHgであ

る。そのつぎは測定順位は第3回目に相当すると

ごろの左側第1回目の測定による全年令平均値で

142． 8mmHgどなり，もっとも低いのは測定順位

の第4回目に相当するところの左側第2回目の測

定による全年令平均値で工41．3mmHgとなって

いる。図1によって右側第1回目測定値と右側第

2回目測定値とを比較すると，有意の差で前者が

高い。右側第1回目測定値と左側第1回目測定値

とを比較すると，有意の差で前者が高い。右側第

1回目測定値と左側第2回目測定値とを比較した

場合には，有意の差で前者が高い。右側第2回目

測定値と左側第1回同測定値とを比較すると，有

意の差で前者が高い。右側第2回目測定値と左側

第2回目測定値とを比較すると，有意の差で前者

が高い。左側第1回目測定値と左側第2回目測定

値とを比較すると，有意の差で前者が高い、、表II

によって，最：低血圧では，右側第1回目の測定に

よる全年令平均値が83．8mmHgで最も高く，つ

ぎに高いのは測定順位，第3回目に相当する左側

第1回目の測定による全年令平均値83． 3 mmHg

である。つぎが右側第2回目の測定による全年令

平均値となり，もっとも低いのは左側82．9mm取

第2回目の測定による全年令平均値82．5rnmH9

となり，測定順位は第4回目に相当する。図1に

よって，右側第1回目測定値と右側第2回同測定

値とを比較すると，有意の差で前者が高い。右側

第1回目測定値と左側第1回目測定値とを比較す

ると，有意の差で前考が高い。右側第1回目測定

値と左側第2回目測定値とを比較すると，有意の

差で前者が高い。左側第1回目測定値と左側第2

回目測定値とを比較すると，有意の差で前者が高

い。右側第2回目測定値と左側第1回目測定値と

を比較した場合には，両者の間に有意の差がみと

められない。右側第2回目測定値と左側第2回目

測定値とを比較した場合も両者の闇に有意の差が

みとめられない。

 3）血圧の左右差の大小と高血圧との関係

 最高血圧および最低血圧について，それぞれの

左右差の大小と高血圧との間の関係をしらべるた

めに，左右差がそれぞれ10mmHg以上のものと

9mmH：g以下および左右等しいものとの高血圧

出現率を比較し，表皿にしめした。ここで高血圧

一’唐父Aー
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という4）は，最高血月三150 mmHf．r以．一ttのものを

いう。

 梅園地区についてみると，最：高血圧において

は，有意の差で左右差10mm｝嬉以上のも．のに高

血圧の出現が多い。すなわち，最高血圧の左右差

が大きいものに高血圧者が多い。最低血圧におい

ては，左右差の大小と高血圧との間に有意の差は

みとめられない。

 福原地区についてみると，梅園地区と同様に最：

高血圧においては有意の差で左右差10mmHg以

上のものに高血圧の出現が多い。最低血圧の場合

は両者聞に有意差はみとめ．られない。すなわち，

高血圧者に最高血圧の左右差のいちじるしいもの

が多くみとめられたという木村6」や諸岡8）9）の報

告と一・ikしている。

  表IH 血圧の左右差の大小と高」血圧の比率・

    A 左右差i10mmHg以上あるもの

    B 左右差 9mmHg以下及び左右等
      しいもの

      梅  園  地  区

血圧廉差土

隔血圧

高血  （o／e）
占者

A
130 1 62 （47．7）

差の判定「

 t

B

A
i最低血圧i
3   1B

431 146 （33．9） 1

81 1 34 （42．0） 1

2． 82

         O． 07
4so 1 i74 （36． 3）

福  原  地  区

血  圧左右差

最高血圧．

A

B

発癌 醜鴨脚定
22g 1 ss （3s． 4） 1

最低血圧

584

A1129・
   

司・

122 （20．g） 1

4． 82

33 （25．6）

684 i177 （25．9）

O． 07

       IV 考   察”

 まず，血圧値の左右異同分布についてみると，

あきらかに測定順位の早い側の値が高くなってい

る。

 つぎに全年令平均1競臼こついてみると，穴体同

じょうな傾向をしめし，一部をのぞいた外はすべ

て測定順位の早い値が高くなっている。すなわ

ち，梅園地区では，最高血圧，最低血圧ともに第

2回と第3回の値の間に有意姜がなく，福原地区

では，最：高血圧の第2回と第3回の値の間には有

意差がみとめられるが，最：低血圧の第2回と第3

回および第2回と第4回目値の間に有意差がみと

められない。しかし，その他の場合は，両地区と

も測定順位の早いものからおそいものへ，それぞ

れ有意の差で下降している。

 玉井i5）が集団」血圧調査をおこなった際にも，最：

高血圧，最：低血圧ともに初回の値より2回目ある

いは3回目の値の低いものが多かったが，2回目

と3回目の値の間には大きな差がみられなかった

と報告している。ただし，玉井の場合は一側連続

3回の測定であるが，本調査は左右を2回ずつ連

続測定したので，2回目から3回目の測定にうつ

る場合に腕を変更している。

 以上のことから，血圧は測定順位による影響を

’かなりうけるものであることがわかる。i斎藤1）が

のべているように，最初のものほど緊張して高

く，2回，3回と次第に下降しているが，2回目

と3回目，あるいは2回目と4回目の値の差は初

回と2回目の値の差ほど大きくない。それ故，玉

井がいうように，血圧は2回測定すれば充分では

ないかとおもう。

 なお血圧の左右差についてであるが，緒言でも

のべたごとく，本調査は血圧の本質的な左右差と

測定順位による差がいかなる状態にあるかを分析

する目的で，こころみに左右反対に測定したので

あるが，いずれの順序で測定しても，順位によっ

てうける血圧の変動がかなり大であることは上述

のとおりである。したがって，この場合，本質的

な左右差があるか否かをみきわめることは困難と

なってくるが，疑問な点は，最高血圧で，左をさ

きに測定した場合は2回時と3回目の間に有意差

がなく，「右をさきに測定した揚合は2回目より3

回目の値が有意の差で低いことである。・これは従

来なされた諸氏の報告1）～10）にあるように，血圧

値は本質的に右側の値の高いものが多いところが

ら生じた結果であるとは老えられないだろうか。

 一．・．V総．括
 昭和31年5月に実施した埼玉県入間郡越隼町
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梅園地区における1血1圧集団検診の資料および昭和

32年7月に実施した埼玉県川越市福原地区におけ

る血圧集団検診の資料にもとづき，」血圧の左右差

および測定順位による薙について検討した。対象

は梅園地区の30才以上の女子477名，福原地区

の40才以上の男子385名，女子428名で合計
1， 290名である。その結果を総括すれば，つぎの

ごとくである。

 1）血圧の左右異同分布について

 血圧の左右異同分布についてみると，左側から

さきに測定した場合には左高のものが多く，右側

からさきに測定した場合には右高のものが多くみ

とめられる。

 2） 測定順位による全年令平均血圧の比較

 順位を全く反対にして測定してえた全年令平均

血圧について検討すると，いずれの場合も，大体に

測定順位の早いものからおそいものへ，それぞれ

有意の差で下降している。しかし，左からさきに

測定した梅園地区では，最高血圧，最低th旺とも

に第2回と第3回の値の聞に有意差がない。右か

らさきに測定した福原地区では，最高血圧の第2

回と第3回の値の問に有意差があり，最低区画の

第2回と第3回および第2回目第4回の値の闇に

は有意差がみとめられない。

 3）血圧の左右差の大小と高．血圧との関係

 並旺の左右差の大小と高血圧との関係をみる

と，最高一血圧の左右差が大きいものに高一血圧者が

多くみとめられる。

 4） 以上の結果から，血圧は測定順位による影

響をかなりうけるものとおもわれるが，2回目と

3回目，あるいは2回目と4回目の値の差は初回

と2回目の値の差ほど大でなく，ほとんど有意の

差はみられない。また，血圧の左右差では，従来

いわれているように，右測の値の高いものが多い

ようにわもわれる。

 おわりに吉岡博人教授ならびに諸岡妙子助教授のC”

指導とご校閲を深く感謝いたします。
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